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浜松市の

土木事業が普段の暮らしを明日へ絆ぐ。

Hamamatsu City Road Planning
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１ 計画の概要

現行の「浜松市のみちづくり計画」は、平成29年度から令和8年度の10年間を計画期間とし、既存の道路を
有効に賢く“つかい”、真に必要な道路を“つくる”とともに、安全・安心で住みよいまちを“まもる”観点から、5つの
基本方針を軸に、国土交通省、静岡県、NEXCO中日本などの関係機関と連携し、三遠南信自動車道など、
高規格道路*の整備促進やインターチェンジへアクセスする道路整備、自転車通行空間*の整備、交通安全対策、
橋梁の耐震化や道路斜面対策、橋梁などの道路施設の維持管理を着実に実施してまいりました。

こうした中、近年、自然災害が激甚化*・頻発化しており、本市においても土砂災害や路肩崩壊が多発し、
市民生活に多大な影響が出ていることや、令和6年能登半島地震において発生した、斜面崩壊等による道路
被害は甚大なものであり、本市の中山間地域においても同様の被害が懸念されることに加え、南海トラフ巨大地
震の発生も予測されているため、災害に強い道路ネットワーク機能の強化が急務です。

人身交通事故件数については、着実に減少しているものの、依然として継続している政令指定都市の人口10
万人当たりの人身交通事故件数ワースト１からの脱却が急務です。

また、橋梁など膨大な道路施設については、着実に点検・修繕を実施しておりますが、道路施設の長寿命化*

やコスト縮減に向けて、損傷が軽微なうちに修繕する予防保全型*への本格転換が必要です。
加えて、近年、進化するデジタル技術の積極的な活用とともに、多様化する市民ニーズにも迅速かつ適切に対
応していく必要があります。

このような環境の変化へ柔軟に対応するとともに、「浜松市総合計画」との整合を図り、また、現行計画の方向
性である「つかい・つくる・まもる」を引継ぎつつ、新たな「浜松市のみちづくり計画」を策定いたしました。

前回計画（第１期計画︓平成19年度〜平成28年度）

次期計画（第３期計画︓令和7年度〜令和16年度）

現行計画（第２期計画︓平成29年度〜令和8年度）

●新東名高速道路の開通
●三遠南信自動車道の部分開通
●人口減少・高齢化の進展
●南海トラフ巨大地震への備え

●新東名高速道路の6車線化
●三遠南信自動車道の部分開通
●人口減少・少子高齢化の加速
●南海トラフ巨大地震への備え

環
境
の
変
化
に
対
応

環
境
の
変
化
に
対
応

●観光・産業力の持続・強化への必要性の増加
●道路施設の老朽化
●安全な交通社会の実現への機運の高まり
●自然災害の頻発 等

●観光・産業力の持続・強化への必要性の増加
●道路施設の長寿命化*における予防保全型*への転換
●安全な交通社会の実現への機運の高まり
●自然災害の激甚化*・頻発化
●DX*・カーボンニュートラルの推進 等

環境の変化へ柔軟に対応するため、みちづくり計画を見直します。
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背景・目的

＊︓56項以降の「用語集」を参照



１ 計画の概要

 目標年次︓令和16年度（2034年度）
 計画期間︓令和7年度から令和16年度までの10年間 （年度）

■ 計画期間

浜松市
総合計画

浜松市の
みちづくり計画

道路整備
プログラム

浜松市総合計画基本計画
と計画始期を整合

必要に応じて見直し

浜松市総合計画（基本構想︓30年間・基本計画︓10年間）

【
個
別
計
画
】

• 浜松市地方創生総合戦略
• 浜松市都市計画マスタープラン
• 浜松市総合交通計画
• 浜松市公共施設等総合管理計画
• 浜松市国土強靱化地域計画
• 浜松市地域防災計画
• 浜松市交通安全計画
• 浜松市自転車活用推進計画
• 浜松市道路施設管理基本方針
• 三遠南信地域連携ビジョン
• 浜松市環境基本計画
• 浜松市地球温暖化対策実行計画 等

浜松市のみちづくり計画
（目標年次︓令和16年度）

【国・県の計画】

国土のグランドデザイン2050

社会資本重点整備計画

インフラ長寿命化*基本計画

自転車活用推進計画

西遠都市圏都市交通
マスタープラン

「美しい”ふじのくに”」
のみちづくり

静岡県総合計画

３ 浜松市の
将来像・関連計画 ４ 市民ニーズ

５ みちづくりの方向性

６ みちづくりの基本方針

７ 道路整備プログラム

「現状と課題」、「浜松市の将来像・関連計画」、
「市民ニーズ」を踏まえ、『つかい・つくる・まもる』の
観点から「みちづくりの方向性」を整理しました。
そして、整理した方向性に対応した「みちづくりの
基本方針」を策定し、具体的な事業予定箇所を
「道路整備プログラム」に位置付けました。

進捗状況を確認

【基本構想】都市の将来像︓市民協働で築く『未来へかがやく創造都市・浜松』

【基本計画】ま ち づ く り の
基 本 理 念

分野別計画

︓未来へ向けた持続可能なまちづくり/幸福が実感できる豊かなくらしの実現/
活力ある地域経済の振興/共助型社会の構築/にぎわいと魅力の創造/
拠点ネットワーク型都市構造*の形成

︓産業経済/こども・教育/安全・安心・快適/環境・くらし/健康・福祉/
文化・スポーツ/地方自治

【実施計画】 計画期間︓１年（毎年度策定）
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みちづくり計画の目標年次

みちづくり計画の位置付け

みちづくり計画の構成
２ 現状と課題
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